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情報発信拠点「あらいけDX体験館」を開設！  

～建設DXを“見て、知って、体験”できます～

荒川調節池工事事務所では、荒川下流部の治水安全度向上を図るため

の抜本的な対策として、洪水調節施設（荒川第二・三調節池）を整備してい

ます。 

また、当事務所はi-Constructionをリードするモデル事務所として、測量・

地質調査から設計、施工、維持管理まで、BIM/CIM 等３次元データの活用

や ICT等の新技術を導入し、建設生産管理システム全体の効率化に向け

た建設ＤＸ(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ)を進めています。 

この度、荒川第二・三調節池整備の事業内容や建設DXの取組につい

て、地域住民、業界関係団体、行政関係者等の方が“見て、知って、体験”

できる場として、情報発信拠点「あらいけ DX体験館」を開設しました。 

本施設では、荒川第二調節池の工事現場を一望できるとともに、映像や

模型等を通じて事業内容について詳しく知ることができます。 

また、当事業の３次元データを活用した、施設完成後のイメージを体感で

きる VR・AR の体験も可能です。 

今後、工事進捗等に応じて、情報発信や体験できる内容を順次更新する

予定です。 



【見学可能日時】 

・７月～10 月の第２水曜日午後、第４水曜日午後のみとなります。 

※見学の所要時間は 30分程度です。 

※都合により見学可能日が異なる場合があります。その際は当事務所HP

の「見学申し込み」ページにてお知らせします。 

【申し込み方法等】 

見学のお申し込みは、当事務所HP より随時受け付けております。詳細

については以下のQR コードよりご覧下さい。 

ＨＰリンク先（「広報」＞「見学申し込み」へアクセス） 

https://www.ktr.mlit.go.jp/araike/koho/shisatu.htm

※見学は団体（最大 20 名まで）のみお申し込み可能です。申し込みをさ

れていない場合は見学できませんのでご承知置き下さい。 

※個人でのお申し込みは受け付けておりません。 

※当施設は工事エリア内のため建設車両等が往来するため、原則お車

での来場のみとなります。お車での来場にあたり交通誘導員の指示に

従うようお願いします。 

※見学に際しては、マスクの着用などコロナウイルス感染予防のご協力

をお願いします。 
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「あらいけDX体験館」は、荒川第二調節池整備事業の工事現場を一望できるとともに、映像や
模型等を通じて事業内容について詳しく知ることができます。また、当事業の3次元データを活
用した、施設完成後のイメージを体感できるVR、ARも体験できます。

あらいけDX体験館のご案内

第二調節池の工事現場を一望 
ARで完成後イメージを確認 

3Dプリンタによる節池模型展示中 

洪水発生時における調節池の働き
を映像などを通して理解できます

☆見学可能日時
7月～10月の第２水曜日午後、第４水曜日午後のみとなります。
※都合により見学可能日が異なる場合があります。その際は
HPの「見学申し込み」ページにてお知らせします。
※見学は団体（最大20名まで）のみお申し込み可能です。
※個人でのお申し込みは受け付けておりません。
※見学の所要時間は30分程度です。

☆申し込み方法
HPの「見学申し込み」ページの申し込みフォームにて、
団体名・希望日時等の必要事項を入力し送信してください。
https://www.ktr.mlit.go.jp/araike/koho/shisatu.htm

VRを活用し完成後のイメージを
室内で体験することが可能 

あらいけ
DX体験館

【アクセス】
・工事エリア内のため、原則お車での来場となります。
・国道463号羽根倉橋東交差点から秋ヶ瀬公園方面に進入。
JR武蔵野線西浦和駅より車で20分程度。

あらいけDX体験館
二池見晴台

※最大収容人数 ２０名まで

見て,知って,体験『あらいけDX体験館』の概要

別紙


